
別記様式第６号（別記１の第１０の３関係）

基準年

平成25年

事業開始
年度

平成26年

事業開始
2年後

平成28年

事業開始
3年後

（目標年）
平成29年

事業開始
4年後

（目標年）
平成30年

事業開始
5年後

（目標年）
令和元年

事業開始
6年後

（目標年）
令和２年

事業開始
7年後

（目標年）
令和３年

目標値 達成率

宮崎県 宮崎県 飼料用米 26年度
飼料用米の生産
コスト低減

25,129円/60kg 20,832円/60kg 18,166円/60kg 17,895円/60kg 17,992円/60kg 19,952円/60kg 18,668円/60kg 15,254円/60kg 14,329円/60kg 91.4%
・新品種の現地実証
・現地検討会の開催
・マニュアルの作成

高密度播種や立毛乾燥等の取組
により労働費が削減されたこと
や、多収品種の導入により収量
が確保されたことで、生産コス
ト低減の目標をおおむね達成し
た。

福岡県 福岡県
大豆

麦（小麦、
大麦）

26年度

生産拡大重点地
区における大
豆・麦の作付面
積を、基準年と
比較して、概ね
１割以上拡大

重点地域②（久
留米市山本地
区）
小麦　3.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
小麦　3.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
小麦　3.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
小麦　3.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
小麦　3.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
麦（小麦、大
麦） 8.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
麦（小麦、大
麦） 7.0ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
麦（小麦、大
麦）12.1ha

重点地域②（久
留米市山本地
区）
麦（小麦、大
麦） 15.0ha

75.8%

・推進会議の開催

・排水対策、難防除
雑草の防除体系等収
量向上に係る普及啓
発（資料の作成・配
付）

・現地検討会の開催

・研修会の開催

　県等による作付拡大に向けた
推進会議の開催及び当該地区生
産者への作付推進により、令和
２年比で大幅に作付面積が増加
したものの、生産者の当該地区
外の麦作との管理作業・収穫作
業の重複により目標面積までの
拡大には至らなかった。
　このため、事業実施主体であ
る福岡県に対し、目標達成に向
けた改善計画の提出を求める
が、本年度の目標達成率
（75.8％）から本事業による一
定の成果が認められること及び
今後も継続した取組を行うこと
により成果目標の達成が見込ま
れることから、本年度を持って
評価を終了することとしたい。

大豆・麦・飼料用米等生産拡大支援事業（作付体系転換支援事業）に関する事業評価票（再々々々評価）

都道府県
名

事業実施
主体名

対象作物
事業実施
初年度

成果目標の
具体的な内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容 地方農政局長等の意見



別記様式第６号（別記１の第１０の３関係）

基準年

平成２７年

事業開始
年度

平成２８年

事業開始
1年後

平成２９年

事業開始
2年後

平成３０年

事業開始
3年後

（目標年）
平成３１年

事業開始
4年後

（目標年）
令和２年

事業開始
5年後

（目標年）
令和３年

目標値 達成率

鹿児島県
鹿児島県農
業再生協議

会
飼料用米 平成28年度

飼料用米の60kg
当たり生産コス
トの低減

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,987円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,458円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,409円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,563円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,118円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
9,597円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
7,946円

重点地域②
（鹿児島県早期
水稲地域）
8,944円

195.7%

・現地検討会の開催
・生産コスト低減技
術の実証
・マニュアルの作成

低コスト技術を体系化し、多収品種の
導入、堆肥の利用、プール育苗、側条
施肥、立毛乾燥等に取り組んだことに
より、生産コスト低減の目標を達成で
きた。

戦略作物生産拡大支援事業（作付体系転換支援事業）に関する事業評価票（再々評価）

都道府県名
事業実施
主体名

対象作物
事業実施
初年度

成果目標の
具体的な内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容 地方農政局長等の意見



別記様式第６号（別記１の第１０の３関係）

基準年

平成２８年

事業開始
年度

平成２９年

事業開始
1年後

平成３０年

事業開始
2年後

令和元年

事業開始
3年後

（目標年）
令和２年

事業開始
4年後

（目標年）
令和３年

目標値 達成率

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：83㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：149㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：133㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：44㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：74㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：69㎏

重点地域①
（糸島市深江地
区）
大豆：100㎏

-81%

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：119㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：151㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：166㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：115㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：143㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：78㎏

重点地域②
（宗像市玄海地
区）
大豆：179㎏

-68%

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：214㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：214㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：207㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：154㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：185㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：122㎏

重点地域③
（朝倉市下馬田
地区、相窪地
区、中島田地
区）
大豆：238㎏

-383%

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：107㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：188㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：162㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：94㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：104㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：15㎏

重点地域④
（久留米市城島
町城島東部地
域）
大豆：145㎏

-241%

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：79㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：169㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：113㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：109㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：113㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：120㎏

重点地域⑦
（添田町桝田落
合地区）
大豆：120㎏

100%

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：149㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：155㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：161㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：75㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：82.7㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：44㎏

重点地域⑧
（大木町前牟田
地区）
大豆：200㎏

-205%

　６重点地区（全て大豆の取組）のう
ち、１地区については、栽培講習会等に
より適期播種及び適切な中間管理作業の
徹底が図られ生育量が確保されたことに
より、収量が向上し目標を達成した。
　他の５重点地区について、栽培講習会
等による排水対策及び適期播種の徹底が
図られており、順調に適期播種の作業が
行われたものの、８月中旬以降の長雨・
豪雨により大豆ほ場の冠水等による枯死
や生育不良が発生、及び９月下旬以降の
高温乾燥による子実肥大の抑制により収
量が大幅に低下し、目標未達成となっ
た。
　このため、事業実施主体である福岡県
に対し、目標達成に向けた改善計画の提
出を求める。

福岡県 福岡県 大豆、麦 平成29年度
大豆、麦の単収を
１割増加

・重点地区における作
付体系推進検討会の開
催

・重点地区大豆・麦導
入のための合意形成

・大豆・麦排水対策、
収量向上実証ほ設置

・大豆・麦現地検討会
の開催

・大豆・麦栽培マニュ
アルの改訂

・大豆。麦生産者研修
会の開催

戦略作物生産拡大支援事業（作付体系転換支援事業）に関する事業評価票（再評価）

都道府県名
事業実施
主体名

対象作物
事業実施
初年度

成果目標の
具体的な内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容 地方農政局長等の意見


